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記載なし

Zingiber officinale, radiation, survival, acute toxicity, radiationprotection, free radicalscavenging, lipid peroxidation, glutathion

認証食品ではない

照射後30日間, 放射線照射による疾患と死亡率を観察した. 全ての照射量において, ZOE前投与により放射線誘発疾患の症状や死亡率

が減少した. またZOE処理+γ線照射グループにおいてコントロール(蒸留水+γ線照射グループ)と比較して, マウスの生存数が増加した.
ZOE処理により胃腸および骨髄関連死に対して防護効果があることが示された. 被ばく線量低減因子は1. 2であることが判明した. 放射線

照射後のZOE投与では効果は認められなかった. γ線照射後30日まで生存できたマウスはいなかった. 投与期間を3日間に減少もしくは7
日間に増加させたが5日連続投与に比較して効果的な結果は得られなかった. 照射量依存的に過酸化脂質は上昇し, 照射後31日目でグ

ルタチオン(GSH)含量は減少した. γ線照射前にZOEを投与することで照射後31日でマウス肝臓において過酸化脂質が減少し, GSHは増

加した.

ショウガには*H, O2*-, ABTS*+ラジカルを投与量非依存的に消去する効果があることが明らかとなった.

放射線誘発死に対するショウガによる防護効果;そのメカニズムについて

生姜のアルコール抽出物(Zingiber officinale; ZOE)の放射線防護効果を検証するため, ZOE(250mg/kg)をゾンデで5日間連続で1日
1回経口投与した. その後, 6, 7, 8, 9, 10, 11Gyのγ線を照射した. 照射後30日間, 放射線照射による疾患と死亡率を観察した. 全て

の照射量において, ZOE前処理により放射線誘発疾患の症状や死亡率が減少した. またZOE処理+γ線照射グループにおいてコ

ントロール(蒸留水+γ線照射グループ)と比較して, マウスの生存数が増加した. ZOE処理により胃腸および骨髄関連死に対して

防護効果があることが示された. 被ばく線量低減因子は1. 2であることが判明した. 放射線照射後のZOE投与では効果は認めら

れなかった. γ線照射後30日まで生存できたマウスはいなかった. 投与期間を3日間に減少もしくは7日間に増加させたが5日連

続投与に比較して効果的な結果は得られなかった. 照射量依存的に過酸化脂質は上昇し, 照射後31日目でグルタチオン(GSH)含
量は減少した. γ線照射前にZOEを投与することで照射後31日でマウス肝臓において過酸化脂質が減少し, GSHは増加した. γ線
照射前にZOEを投与することで照射後31日でマウス肝臓において過酸化脂質が減少し, GSHは増加した. ZOEの反応メカニズ

ムはフリーラジカル消去活性を評価することで検証した. In vitroにおいて, 生姜には*H, O2*-, ABTS*+ラジカルを投与量依存的

に消去する効果があることが明らかとなった. 急性毒性が現れるまでの高投与量を試験し, ZOEは1500mg/kgまで毒性は現れな

かった.

有効性評価と安全性評価が述べられている. 

急性毒性量の記載がある. 

グルタチオン(GSH), 過酸化脂質(LPO), フリーラジカル消去能(ヒドロラジカル･スパーオキシドアニオン･抗酸化)を測定し評価した. 統計解

析はスチューデントのt検定, z検定により行った.
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ショウガの放射線誘発死に対する防護作用を評価する.

PubMed

スイスアルビノマウス雌(10～12週齢)に対しγ線(6～11Gy)を照射した. 本実験動物にショウガを精製(乾燥・粉砕)し, 72時間50%メタノール

にて抽出したショウガ抽出液(ZOE)を経口投与した. 対象は①蒸留水+γ線照射,  ②ZOE+γ線照射とした.


